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　　　　　　　　　　平成２０年度　第９回　　　　　　　

市内５・６年生の選定委員さんたちが，月に４冊の本を読んで，年間で一番人気の高かった本に「うつのみやこども賞」を贈っています。
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●まいが時渡りのほこらや、言葉のキーワードをもとに事件を解決していくところがよかった。
●立岡先輩のついたうそがいろいろな問題につながっているとわかったラストはとてもびっくりした。
●未来に行ってそこで見たことが本当に現実になったりしたのがすごかったです。
●こんな偶然と嘘が重なって非日常の世界になるなんて思いもよらなかった。
●最後まで物語の結末を予想することができなかったので、おもしろかった。
●物語にどんどんひきこまれていき、読みながら自分で推理していくのがおもしろかった。
●ドルフィンジョークのところでおもわず笑ってしまった。


●葉菜といっしょにドキドキしたり、ハラハラしたりできる本でした。
●葉菜と林田のコントがおもしろく、実際に見てみたくなった。多くの人を笑わせるのって、たいへんなんだなと思った。
●倉橋葉菜と林田がお笑いの道をあきらめなかったところに感動しました。

●両親のことを嫌っていた葉菜が林田のおかげで漫才を続けることができ、両親のことも好きになれたのが良かった。
●最後は家族みんな仲良くなれて良かった。


●いろいろな楽器の名前がでてきて勉強になりました。物語の最後を読み終えたあとすっきりしました。
●最後はみんなコンサートで成功できたのでよかったと思います。
●合奏は好きな方なのでやってみたいです。
●音楽をやっていない晴香たちが先生のおかげで音楽は楽しいと思うようになり、クラスのみんなとも１つになれたので良かったと思う。

●学校でジャズをやってみたくなりました。

●シンドバット２３世が女なのにはおどろいた。２３世は女なのに
勇かんに戦えて弟子を守ろうという気持ちがあり、とても強い人だと思った。

●シンドバットの物語を読んだことがあるので、一番この本に興味をもちました。

●今までシンドバットの先代が手に入れることができなかったエイレーネの瞳を手に入れることができてすごいと思った。マレクがシンドバットになった話も読んでみたい。

●シンドバットが２３世まで続いたことが当たり前なのかと思うとすごいと思った。
《今月選ばれた本》


「まいなす」


太田忠司／作（理論社）








「ナニワのmanzaiプリンセス」


荒井寛子／作　（ポプラ社）





「きらめいて！ハッピー・ジャズ」


竹内もと代　／作　（国土社）





「エイレーネの瞳」


小前亮／作　（理論社）














